
高田 健さんの５．３集会あいさつ

ご参集のみなさん こんにちは。

実行委員会を代表して、開会のご挨拶に先立ちまして、この度の熊本・九州地

方大震災で亡くなられたみなさまに心からの哀悼の気持ちを表明し、また被災

され た多くの皆さまにお見舞い申し上げたいと思います。合わせて、福島第一

原発の事故をはじめとする東日本大震災の被災者のみなさん、５年数ヶ月を経

た今日な お住まいを失って苦闘している２０万人近いみなさんの苦しみにも

思いを寄せたいと思います。

本日の５・３憲法集会は、昨年、横浜で開催した憲法集会につづく２回目の総

がかりで開催する統一集会です。昨年の集会はその後の２０１５年安保闘争と

呼ば れる集団的自衛権の憲法解釈の変更と憲法違反の戦争法に反対する全国

的な巨大な市民運動の幕開けとなりました。あの５・３憲法集会は、さまざま

な立場の違 いを超えて、安倍政権の戦争政策に反対する画期的な出発点となり

ました。

安倍内閣は大多数の民意のありかを顧みることなく、９月１９日、この国が米

国と共に海外で戦争することを可能にする戦争法を強行しました。しかし、そ

れ以 降も、その暴挙に反対する行動は全国で衰えることなく継続され、その様

相は一部の識者からは「２０１５年夏、日本の政治の文化が変わった」とか「新

しい市 民革命が始まった」とまで言われる状況をつくり出しています。

この運動は戦争法反対の２０００万人署名運動として全国の津々浦々で展開さ

れ、また国会では、安保法制廃止の野党共同の廃止法案提出に結実し、先日は

多数 の法曹関係者と市民らによる戦争法案の違憲訴訟の運動が始まり、さらに

来る参議院議員選挙での野党の勝利をめざす「市民連合」として展開されてい

ます。全 国各地では自立した市民による草の根のアクションが多彩・多様に展

開され、総がかり行動実行委員会などの共同行動が無数に組織されています。

今日、ほとんどの報道機関の世論調査が戦争法と改憲に反対する声が多数であ

ることを示しております。

先に、こうした運動を背景にしてたたかわれた北海道５区と京都３区の衆院補

選、とりわけ北海道５区の池田真紀さんを先頭にした共同のたたかいは安倍政

権の 心胆を寒からしめました。あのたたかいは戦争法に反対することを柱に据

え、安倍政権による個人の尊厳を破壊する悪政に反対する政策を掲げ、野党と

市民が しっかり連携して闘えば、自公与党を追いつめ、勝利できる可能性を示

しました。私たちは来る参議院議員選挙でもこれらの経験に学び、とりわけ１



人区での候 補者の１本化を実現し、憲法第９条の改憲と国家緊急権＝緊急事態

条項の加憲による憲法改悪を企てる安倍政権と闘い、最低限でも自公与党とそ

の補完勢力の ２／３議席確保を阻止し、安倍内閣の退陣を実現する必要があり

ます。

そのためにも、ひきつづき２０００万人統一署名を推進し、６月５日、国会包

囲大闘争とそれに呼応した全国の市民行動の高揚を勝ちとりましょう。沖縄の

辺野 古の新基地建設を阻止しましょう。川内原発の即時停止と原発再稼働反対

の広範な運動を巻き起こしましょう。貧困と格差の拡大の悪政に反対しましょ

う。平和 をねがう東アジアの民衆と連帯し、ふたたび戦争の道を歩む企てを阻

止しましょう。

ご参集のすべてのみなさん。

本日の２０１６年５・３憲法集会を契機にして、戦争に反対する２０１６年安

保闘争の巨大な飛躍を勝ちとりましょう。

戦争法の発動を絶対に止めましょう。この国を「戦争する国」にさせてなるも

のですか。海外の戦争で「殺し、殺されなかった歴史」を、平和憲法のもとで

実現してきた「戦後」の歴史を７１年で終わらせてなるものですか。

自民党改憲草案がめざす全体主義、国家主義の社会の到来を阻みましょう。

憲法改悪反対、安倍政権退陣、参院選で野党の勝利を実現しましょう。

最後に、昨年の夏、国会前の集会で何度か紹介した短歌をまた紹介させてくだ

さい。１９７８年、有事法制の検討が始まった頃、自立的な女性の平和団体の

「草の実会」に所属していた石井百代さんの短歌を引いて、その志を共有した

いと思います。

徴兵は命かけても阻むべし 母、祖母、おみな 牢に満つるとも

徴兵は命かけても阻むべし 母、祖母、おみな 牢に満つるとも

みなさん

いまこそ、がんばり時です。わたしたちはかならず勝利しましょう。

本日の５・３憲法集会の成功を共同してかちとりましょう。

ありがとうございました。


